
七五三では、千歳飴を食べて祝います。千歳飴は、親が子供の長寿の願いを込めて、
細長く作られていて、縁起が良い色とされている紅白で着色されます。千歳飴は、
江戸時代の元禄・宝永の頃、浅草の飴売りが売り出したのが始まりとされています。
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